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問

市
内
で
は
、
想
定
浸
水
深
が
電

柱
に
掲
げ
て
あ
る
の
を
よ
く
見
か
け

る
。
洪
水
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に

市
民
が
適
切
な
避
難
が
で
き
る
よ
う

日
頃
か
ら
意
識
し
て
お
く
こ
と
で
、

防
災
意
識
も
高
ま
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。
市
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
想
定
浸
水
深
掲
示
板
に
つ
い

て
、
設
置
さ
れ
て
い
る
地
区
は
。

答

市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
想
定

浸
水
深
掲
示
板
は
、
多
摩
川
が
氾
濫

し
た
場
合
に
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
地

区
に
設
置
し
て
い
る
。

問

多
摩
川
の
す
ぐ
近
く
の
掲
示
板

と
、
離
れ
た
場
所
の
掲
示
板
で
同
じ

浸
水
深
表
示
と
な
っ
て
い
る
と
の
声

を
聞
き
、
実
際
、
目
に
し
た
こ
と
も

あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

答

多
摩
川
洪
水
浸
水
想
定
区
域
内

で
は
、
浸
水
深
の
想
定
の
目
安
と
し

問

稲
城
市
創
業
支
援
等
事
業
計
画

の
進
捗
状
況
は
。

答

創
業
者
を
支
援
す
る
た
め
に
、

令
和
2
年
度
か
ら
令
和
5
年
度
ま
で

の
4
年
間
に
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談

窓
口
、創
業
塾
、開
業
資
金
融
資
あ
っ

せ
ん
、
創
業
支
援
特
別
相
談
窓
口
、

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
5
事
業
に
取

り
組
み
、
創
業
者
の
創
出
に
つ
な
げ

る
も
の
で
あ
る
。
本
事
業
の
参
加
者

な
ど
か
ら
市
と
し
て
把
握
し
て
い
る

創
業
者
数
は
、令
和
2
年
度
は
5
人
、

令
和
３
年
度
は
11
人
、
令
和
4
年
度

は
14
人
で
あ
る
。

問

東
京
都
多
摩
地
域
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
ど
の
よ

う
な
機
関
で
、
ど
の
よ
う
な
事
業
を

行
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
東
京
都
多

摩
地
域
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ

ン
タ
ー
の
事
業
承
継
出
張
個
別
相
談

問

都
内
の
支
援
制
度
の
現
状
は
。

答

今
年
度
は
公
正
証
書
等
の
作
成

に
係
る
支
援
は
17
区
12
市
、
戸
籍
謄

本
等
の
書
類
取
得
に
係
る
支
援
は
12

区
10
市
、
養
育
費
の
立
替
保
証
に
係

る
支
援
は
11
区
11
市
、
裁
判
外
紛
争

解
決
手
続
の
利
用
に
係
る
支
援
等
は

9
区
4
市
で
実
施
し
て
い
る
。

問

市
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

は
。答

こ
ど
も
家
庭
庁
が
実
施
す
る
養

育
費
相
談
セ
ン
タ
ー
や
、
東
京
都
ひ

と
り
親
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
あ

と
」を
案
内
し
、
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
子
供
が
い
る
方
に
離
婚
届
を

渡
す
際
に
、
養
育
費
の
取
り
決
め
に

関
す
る
案
内
や
、「
子
ど
も
の
養
育

に
関
す
る
合
意
書
作
成
の
手
引
き
と

Ｑ
＆
Ａ
」を
渡
し
て
対
応
し
て
い
る
。

今
後
は
、
特
段
、
窓
口
な
ど
で
問
合

問

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
や
相
談
機

関
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
民
間

施
設
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
分
か
り

や
す
く
保
護
者
に
提
供
す
る
た
め
、

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成
が
必
要
と
考
え

る
が
、
認
識
は
。

答

不
登
校
支
援
の
情
報
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
各
学
校

で
児
童
・
生
徒
一
人
一
人
の
実
情
に

応
じ
、
関
係
機
関
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

や
施
設
一
覧
表
な
ど
を
活
用
し
て
提

供
し
て
お
り
、
現
時
点
で
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
な
ど
の
作
成
は
考
え
て
い
な
い
。

問

今
後
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
把
握
の
取
り
組
み
を

ど
の
よ
う
に
研
究
し
て
い
く
の
か
。

答

国
や
都
か
ら
の
情
報
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
活
用
事
例
な
ど
の
情
報

を
確
認
す
る
な
ど
、研
究
し
て
い
く
。

問

今
後
、
教
育
と
福
祉
の
連
携
強

問

南
山
西
部
地
区
に
関
す
る
意
見

交
換
会
で
は
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出

た
の
か
。

答

土
地
所
有
者
か
ら
は
、
自
然
環

境
保
全
地
域
や
生
産
緑
地
、
固
定
資

産
税
な
ど
制
度
に
関
す
る
こ
と
、
市

の
緑
地
保
全
の
考
え
方
に
対
す
る
意

見
、
周
辺
道
路
の
補
修
に
関
す
る
要

望
な
ど
が
あ
っ
た
。
一
方
、
活
動
団

体
か
ら
は
、
土
地
所
有
者
の
理
解
が

あ
っ
て
初
め
て
活
動
が
成
り
立
つ
こ

と
や
、
緑
の
保
全
と
い
う
大
き
な

テ
ー
マ
の
中
で
、
炭
焼
き
や
養
蜂
と

い
っ
た
文
化
を
残
す
重
要
で
貴
重
な

場
所
で
あ
る
と
行
政
も
認
識
し
て
ほ

し
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

問

行
政
か
ら
は
森
林
保
全
の
た
め

都
市
計
画
の
活
用
な
ど
に
よ
る
開
発

抑
制
の
話
も
あ
っ
た
が
、
内
容
は
。

答

南
山
西
部
地
区
の
緑
地
保
全
の

て
、
１
階
の
床
下
ま
で
浸
水
す
る
程

度
の
ゼ
ロ
か
ら
0.5
メ
ー
ト
ル
未
満
、

1
階
の
床
上
か
ら
１
階
の
天
井
ま
で

浸
水
す
る
程
度
の
0.5
か
ら
3
メ
ー
ト

ル
未
満
、
１
階
の
天
井
か
ら
2
階
の

天
井
近
く
ま
で
浸
水
す
る
程
度
の
3

メ
ー
ト
ル
か
ら
5
メ
ー
ト
ル
未
満
、

2
階
の
天
井
以
上
ま
で
浸
水
す
る
程

度
の
5
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
区
域
に

区
分
さ
れ
て
お
り
、
多
摩
川
か
ら
離

れ
た
場
所
で
も
、
そ
の
地
区
で
想
定

さ
れ
る
も
っ
と
も
深
く
な
る
浸
水
深

を
表
示
し
て
い
る
。

問

掲
示
板
に
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
掲

げ
て
あ
る
が
、
こ
れ
を
読
み
取
る
こ

と
で
何
が
示
さ
れ
る
の
か
。

答

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と

に
よ
り
、
掲
示
さ
れ
て
い
る
避
難
所

周
辺
地
図
や
住
所
な
ど
が
表
示
さ
れ

る
。

会
を
開
催
し
て
い
る
多
摩
地
域
の
商

工
会
や
自
治
体
な
ど
、
各
市
の
状
況

は
。答

後
継
者
不
足
な
ど
で
事
業
存
続

に
悩
む
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、

専
門
の
職
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
や
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
機

関
で
あ
る
。
事
業
内
容
は
、
秘
密
厳

守
で
無
料
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
出
張
個
別
相
談
会
は
、
商
工
会

議
所
主
催
で
3
か
所
、
市
主
催
で
12

市
の
実
績
が
あ
る
。

問

東
京
都
多
摩
地
域
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
を
市
内
の
事

業
者
の
方
々
が
さ
ら
に
活
用
で
き
る

よ
う
に
、
市
も
事
業
承
継
に
関
し
、

連
携
を
強
化
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
る
。
市
の
見
解
は
。

答

今
後
、
稲
城
市
商
工
会
と
検
討

し
て
い
く
。

せ
な
ど
が
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
同
様
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

4
月
25
日
に
、
内
閣
府
男
女
共

同
参
画
局
、こ
ど
も
家
庭
庁
支
援
局
、

法
務
省
大
臣
官
房
、
法
務
省
民
事
局

が
連
名
で
発
出
し
た「
養
育
費
受
領

率
の
達
成
目
標
に
つ
い
て
」の
内
容

は
。
ま
た
、
市
が
取
り
組
む
べ
き
目

標
の
把
握
、
設
定
に
つ
い
て
は
。

答

希
望
す
る
全
て
の
ひ
と
り
親
世

帯
が
養
育
費
を
受
領
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
重
要
と
の
認
識
の
下
、

ま
ず
は
2 

0 

3 

1
年
に
全
国
の
受
領

率
を
40
％
と
し
、
取
り
決
め
を
し
て

い
る
場
合
の
受
領
率
の
目
標
を
70
％

と
す
る
内
容
で
あ
る
。
今
後
、
受
領

率
達
成
に
向
け
た
法
整
備
な
ど
が
進

む
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
国
の
動
き

を
注
視
し
て
い
く
。

化
の
取
り
組
み
を
政
策
的
に
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
現

在
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

は
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
居
場
所

と
も
な
っ
て
い
る
い
な
ぎ
Ｆ
Ｆ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
児
童
館
な
ど
と
ど
の
よ

う
な
連
携
を
図
っ
て
い
る
の
か
。

答

今
後
の
政
策
的
な
教
育
と
福
祉

の
連
携
強
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
こ
ど
も
大
綱
に
鑑か

ん
が

み
、
市
の
こ

ど
も
計
画
の
中
で
必
要
に
応
じ
た
反

映
を
し
て
い
く
が
、
こ
ど
も
大
綱
が

作
成
中
の
た
め
、
未
定
で
あ
る
。
ま

た
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
い
な
ぎ
Ｆ
Ｆ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
ど
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
い

な
ぎ
Ｆ
Ｆ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
担
当
者

と
が
直
接
会
っ
て
情
報
交
換
し
た
事

例
が
あ
る
。

位
置
づ
け
や
、
緑
地
保
全
の
取
り
組

み
方
、
ま
た
市
民
協
働
に
よ
る
里
山

保
全
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、

南
山
西
部
地
区
の
方
々
に
意
見
を
聞

き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
の

内
容
で
、
質
疑
応
答
で
は
、
自
然
環

境
保
全
地
域
に
つ
い
て
も
説
明
し
た
。

問

当
該
地
区
に
自
然
環
境
保
全
地

域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
土
地
が
あ
る

と
聞
く
が
、
内
容
や
メ
リ
ッ
ト
は
。

答

指
定
地
域
は
、
妙
見
寺
西
側
緑

地
、
薄
葉
谷
戸
川
清
田
緑
地
お
よ
び

篭
谷
周
辺
緑
地
で
あ
る
。
指
定
に
よ

り
樹
木
の
伐
採
、
建
築
物
な
ど
の
設

置
、
宅
地
造
成
な
ど
に
制
限
を
設
け

る
が
、
管
理
状
況
に
応
じ
、
管
理
助

成
金
の
交
付
や
指
定
期
間
に
よ
り
固

定
資
産
税
の
4
分
の
1
ま
た
は
２
分

の
１
相
当
額
の
奨
励
金
を
交
付
す
る
。

村上
議員

養
育
費
の
取
決
め
、
確
保
に
関
す
る
支
援
に

つ
い
て

いそむら
議員

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
不
登
校
支
援
に
つ

い
て

武田
議員

南
山
西
部
地
区
の
緑
地
の
保
全
に
つ
い
て

池田
議員

想
定
浸
水
深
掲
示
板
に
つ
い
て

梶浦
議員

開
業
・
起
業
・
創
業
支
援
と
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
事
業
承
継
支
援
の
推
進
に
つ

い
て

本定例会の12月1日から４日間にわたり、
18人の議員が市政について57項目の一般質問を行いました。

その要旨は次のとおりです。紙面の都合上、１人１項目のみ掲載しています。
なお、その他の質問項目については、

市議会ホームページに掲載しておりますのでご覧ください。

▲想定浸水深掲示板の例（JR南武線南多摩駅付近）


